









































































































（注4) Works of Dαvid Ricαrdo, edited by P. Sraffa, Cambridge University Press, 
Vol. I ,1951, p.お8(P.スラッファ編『リカードウ全集第I巻J雄松堂， 1972年， 446頁）。以
下，本全集版からの引用は， Vol.I ,p.388. （『リカードウ全集I』， 446頁），のように表記す
る。
（注5) Vol. I, p.lvii. （『リカードウ全集Ij, lxxvii頁）。




















































（注7) Vol. I, p.お8-9.（『リカードウ全集I.],446-8頁）。























（注8) 富塚良三『蓄積論研究』未来社， 1965年 233頁姥原良一『古典派資本蓄積論の発展
と労働者階級＜増補版＞』法政大学出版局 1982年倒的頁出雲雅志「リカードウの機械
論について」（東京大学『経済学研究』第28号， 1985年） 3頁， 5-6頁。
（注9) Vol. I , p.389. （「リカードウ全集I』， 447頁）。
（注10) Vol. IX, p.127. （『リカードウ全集IXJ,141頁）。




















（注12) Vol. I, pp.3槌－39.( 『リカードウ全集 IJ, 446-447頁）。 SamuelHollander 
も「いわゆるく流動資本の固定資本への転化＞がその章（第31章「機械について」一一引
用者）での根本的に目新しい点である」（“TheDevelopment of Ricardo’s Position on 
Machinery.”Ristoη1 of Political Economy, Vol.3(1) (Spring 1971), inDαvidRicαrdo: 

































































なわち小宇宙」と呼んでいる （AKey To Ricαrdo, Augustus M. Kelly, 1965, p.238）。
























































（注16) Vol. I , pp.389-390. （『リカードウ全集IJ, 448頁）。



















































ある」（Vol.I , p.lix. （『リカー ドウ全集I』， lxxx頁）と。
さらにブローグも，機械の導入は「産出量を減少させる」から労働需要を減少させるとい
うリカードウ解釈をとっていた。 MarkBlaug, Ricαrdiαn Economics, Yale University 






























































（注22) Vol.四， p.384.（「リカー ドウ全集団』， 433頁）。なお姥原良一氏も，機械の導入によ
る総生産物数量の減少というリカードウの論理に対して，「極めて非現実的な見解」だとの
強い疑問を呈されている（前掲『古典派資本蓄積論の発展と労働者階級＜増補版＞』， 80頁）。
（注23) Vol. I , p.388. （『リカー ドウ全集I.],446頁）。
（注24) Vol. I , p.390. （『リカー ドウ全集I.],449頁）。
























































は，償却と修繕を明確に区別しにくい事情をも指摘している（Marx,Kαpital, Bd. I , S.
173 9，邦訳，岩波（4)' 255-262頁）」（野口「古典派資本理論のー側面（1)」秋田経済法科大
学・秋田短期大学『論叢』 第33号第2分冊， 1984年3月， 66頁，注50）と。



























（注29) Vol. I , p.392. （『リカードウ全集u 450'頁）。
（注30) Vol.咽， p.387.（「リカー ドウ全集団』， 436頁）。





















L)= 7500 － "' W2
以上から，（1）もし生産性の上昇が2倍以上ならば Cw1>2w2），総生産物の

















































































































（注35)Vol. I, p.3槌．（『リカードウ全集Ij, 446頁）。
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